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が
炊
W
M
W
L
れ

る
す
す
定
で
す
。
訪
問
当
者
は
申
請
l
て
〈

M
M
m
c
い
曾
相
悦
お
受
給
し
て
い
る
人
以
、

吋
現
制
的
弱
い
者
品
制
約
し
て
〈
だ
さ
い
。

@
児
寅
平
山
時

マ
幾
総
資
格
①
中
市
仁
住
山
内
絞
叫
川
智
し

て
い
る
ニ
ー
と
へ
外
国
人
も
受
拾
で
き
ま

す
)
③
関
税
米
機
m
w
m
L
遂
を
3
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
的
う
ち
1
人
が
組
執

務
純
ム
H
持
74一
別
で
あ
る
二
九
惨
殺
抑

制
収
州
側
来
織
で
あ
る
こ
と
。

V
宇
山
謂
珂
綴
3
人
日
以
降
め
児
童
1

人
に
つ
き
5
0
0
o
m
門
戸
中
期
制
民
税
所
得

制
削
め
な
い
場
合
は
7
0
0
0
m
門
)

w
v
車
線
事
続
出
w
印
獲
を
終
審
し
て
く

ど
き
い
。

ω後
絵
柄
世
名
畿
の
筏
係
子
志

向
の
普
通
罰
金
の
は
綴
鍛
惨
を
潟
べ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
③
受
給
者
が
級
制
阿
部

官v織品鞘
ι

常
輔
酬
お
よ
び
繍
絵
師
期
間
間
住
宅

金
融
公
離
と
齢
制
山
総
余
融
機
糊
閥
的
災
け
科

率
的
差
(
3
%
の
報
開
閉
内
…
を
5
年
燃

料
子
総
給
し
ま
す
切
な
お
‘
対
象
念
総

は
滋
制
的
3
0
0
万
閉
門
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
が
ち
家
波
紋
時
間
‘
狭
山
恒
郎
総
な
ど

に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

w
v
申
込
嗣
制
限
指
定
金
融
持
対
よ
り
融

資
者
受
け
た
お
の
淑
日
か
ら
起
算
し
て

6
か
R

月
以
内
申
込
泌
紙
川
枯
渇
内
向
指

定
金
融
臨
時
間
聞
に
あ
り
ま
す
。

V
問
問
い
合
わ
せ
建
祭
誘
導
課

仙
波
カ
ン
な
ど
の
数
判
的
を
一
紡
d
し
て
糾
闘

を
き
れ
い
に
し
よ
%
フ
K
6
月
3
日
、
出
棺

下
一
斉
に
ゴ
ミ
ぜ
口
縦
約
が
ん
打
わ
れ
ま

す。
ク
リ
ー
ン
手
M
H
沼
操
進
協
議
会
℃
は

一
一
郎
副
配
時
生
時
一
一

獣
か
ら
恭
い
て

村
山

i
犯
分
の
識
合

中
市
で
は
中
鉢
土
地
区
額
控
壊
事
幾
夜
一

域
内
め
山
州
統
地
八
万
織
を
行
勺
て
い
ま
す
e

同
国
欽
戎
関
線
湖
北
側
机
か
ら
級
審
で
い
山

分
か
ら
お
す
の
官
同
ム
口
で
‘
ル
は
門
時
柏
崎
と
し

て
と
ヂ
フ
ぷ
ん
期
待
で
き
ま
す
の
お
申

28 

6
刃
干
旬
か
ら
我
孫
子
駅
北
口
的

変
議
所
ぶ
w
併
の
た
め
、
ぷ
関
町
場
坊

に
向
転
車
な
ど
が
後
け
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
ま
ま
蜜
か
れ
て
い
る
機
合

h

に
は
、
成
彩
殺

4
1
λ
凡

門

主

諮

な

し

で

主

主

点

、

J

Y

A

デ

移

動

静

せ

て

い

、

、

/

ゲ

た

だ

i
Eが

「
l

i

!

い

ー

}

あ

り

ま

す

。

覆

一

一

一

…

な

お

、

書

駐

〈

所

「

i

h

じ

輪

場

と

も

自

転

山

川

崎

ト

宮

家

、

燃

料

。

渓

酌

掛

か

炉

滞

〈

の

方

措

辞

幸

ー

ま

L
f
z

変電所工事のため
自転車を置かないで

ま
す
。

V
録
時

6
n吋
3
g
(
註
)
午
前
9
持

か
ら
(
約
加
へ
の
滋
A
H
4
E
に
行
い
ま
す
)

w
v
翁
所
手
銀
波
公
開
閉
小
池
ポ
I
'
F拡散

V
組
曲
冊
目
叫
叙
し
た
均
心
力
ン
な
ど
は

抱
一
日
、
争
相
H
抽
出
に
治
て
ら
れ
た
不
法
後
資
制
仰
川
凶
収
尽
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

畿
物
的
淡
同
問
者
同
日
い
ま
す
。
+
申
史
的
皆
曹
関
い
念
わ
せ
ク
リ
ー
ン
手
M
H
沼
撒

さ
ん
も
家
め
ま
わ
り
に
総
て
ら
れ
た
受
進
協
議
会
事
務
蹴
川
内
中
削
機
湯
川
怖
か
結
線
)

カ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
し
れ
ん
ら
ろ
側
関
附
刊
に
V
主
滋
ク
リ
ー
ン
乎
災
級
機
級
協
議

付
句
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
制
怖
い
い
れ
ん
し
ん
前

開
削
給
制
年
6
河
1
5
、
入
機
綴
滋
養
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
制
刺
殺
は
無
料
で
、
時
街
は
問
幽
〈
m
v
h
い
り

は
泌
が
ぬ
い
口
容
れ
‘
扇
町
民
的
基
本
的
人
も
し
、
ニ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
れ
ま
す
伶

慌
を
擁
山
崎
し
、
は
守
晶
、
い
わ
ば
夜
間
関
だ
ろ
う
か
と
帥
閉
じ
た
り
、
滋
り
ご
と
や
V
問
問
い
合
わ
せ
路
線
潟
市
国
内
相
続
室

人
に
よ
る
人
権
芸
人
機
関
が
棄
し
記
ご
と
が
あ
り
1
1
1
1
1
1
1
1
1

パ
リ
J
ー
ヰ
i
l
-
-

、
一
小
輯
照
雄
晴
夫
…
本
鮫
3
的
泌
の
尚
一
九
四
郎
)
3
9
3
9

た
の
で
す
u

ま
し
た
ら
、
普
下
い
い
よ
ー
?
j
j
ト
ト
ト
ト
?
;
γ
i
i
i

一
隅
闘
争
量
腕
一
中
鈴
1
4
2
3
一
一
器
)
1
6
5
9

4

品
絞
め
人
級
機
一
審
員
は
6
?
日
大
手
叫
殺
し
た
存
い
川
同
十
j
H
lト
ト
ド
h
j
j
F
い
は
い
ト
い

U
わし

を

、

人

襲

撃

悶

判

官

い

と

こ

の

芸

人

襲

撃

四

同

同

盟

泳

惟

は

1
1
1二
階
2
J
5
-
i
i

zzと
し
て
・
雪

2
2に
ど

ご

相

談

く

だ

市

川

い

決

泳

古

河

川

い

口

貯

は

れ

れ

緩

め

人

襲

玄

室

に

努

め

る

ニ

事

い

。

日

同

漁

同

五

H
h
H
M同
厄
同
汁
河
川
日

e
n
zお
か
ら
7
日
ま
で
は
.
総
闘
が
明
け
ち
務
く
な
っ
で
く
る
と
激
怒
み
が
き
は
羽
ツ
ブ
で
*
洗
濯
は

水
の
大
掛
さ
を
児
院
し
て
い
え
だ
本
的
使
培
量
は
3
な
却
さ
町
ば
り
n

同
年
た
め
す
す
ぎ
で
本
洗
車
拡
パ
ケ
ツ
で

く
「
求
滋
出
国
間
」
で
す
。
7
丸
山
印
時
に
は
、
た
っ
た
1
日
で
3
万
*
フ
日
的
残
り
渇
の
滋
尽
を
率
一
端
水

3
2
6
0
併
が
使
わ
れ
ま
の
チ
X

ツ
ク
〈
総
自
を
全
部
閉
め
‘

L
h
~
e
m
w
，
一
納
み
ト
ラ
ァ
メ
ー
タ
ー
の
品
情
叫
創
的
且
T
a
ツ
タ
}
を

ク
で
な
ん
と
3
3
2
5
品
川
ゐ
。
横
針
じ
ご
滋
カ
〈
だ
会
い

た
勺
た
1
日
向
水
泳
で
口
メ
i
タ
;
ボ
ソ
ク
ス
や
J
H
e
成
絞
め

す
が
‘
こ
れ
に
対
応
で
き
上
に
は
絡
を
出
品
か
な
い
で
〈
だ
さ
い
一

る
よ
3
、
全
て
の
木
滋
縫
0
犬
は
メ
!
タ
か
ら
総
L
て
つ
主

訟
を
朋
戒
し
て
お
か
な
け
い
で
く
だ
さ
い
。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
的
む
滅
後
築
な
ど
で
メ
i
タ
i
が
綴
内

ょ
う
企
ニ
と
を
心
掛
け
、
や
山
内
子
じ
な
る
枠
は
、
本
道
局
に
ご

帥
仰
木
に
ぷ
協
力
く
だ
さ
る
総
談
の
つ
え
、
検
机
引
で
#
る
川
町
へ
移

ょ
う
お
緩
い
い
た
し
ま
す
珍
し
て
く
だ
さ
い
。

t
水
滋
縦
一
宮

[極通事警 1~6/7 

訟



泌
を
よ
く
総
務
し
ど
記
入
し
ま
し
ょ
う
の

1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
i

守
的
山
総
浴
約
2

主

Mrd祭
片

山

母

子

柚

同

時

晴

手

桜

的

判

明

陣

内

心

柏

保

鑓

所

で

ま

}
1
7
i
丹
l
t
s
i

め
い
鼎
科
券
(
3
3
6
か
月
用

9

1

M

d

f

{

，
a
;
1
事
1
;
f
f

か
肉
付
用
)
を
利
用
し
‘
阪
療
機
関
で
受

1
1
i
1
I
l
l
i
-
-
j
i
-
-

一

け
ま
し
ι

ミ

…

3」閣
議

瀞

直

子

持

ち

も

の

李

総

ま

以
湖
沼
J
H
U
M
U
u
-
-
割問閣…

一

ー

児

一

一

議

鷹

防

護

j

一

室

ELi--
副
引
引
引
引

ー
紋
杉
か
け
パ
M
h
帥
同
時
晴
玲
配
を
次
の
日
の
ト
々
、
お
よ
れ
V

附
附
和
的
部
4
M円
1
5
以
お
持
ち
の
お
は
、
次
め
と
お
り
桜
談
を

判
似
て
一
行
い
ま
す
日
間
め
い
恥
入
特
に
つ
い
て
は
、
ハ
カ
キ
に
行
い
ま
す

G

国v
持
品
甘
す
る
も
再
母

P

十
九
階
段
や
絞
と
い
転
入
年
月
日
、
山
住
所
、
現
役
所
‘
出
陣

V
除
時

6
H月日山口
n(
水
)
受
付
午
後
1

間
同
訟
票
へ
記
入
も
れ
め
な
い
よ
フ
に
)
技
者
名
、
対
象
伊
川
名
…
然
保
十
月
日
〉
を
砕
か
ら
2
時

4
1畿
6
か
月
潟
抽
臓
地
牒
総
蹄
笈
密
議
記
入

1
3阪
兇
係
へ
府
側
滋

i
て
下
さ
い
し

V
爽
織
内
縁
関
紙
弔
総
計
約

X
拍
再
検
在
、

1
i
i
|
J
1
J
じっバ引
J
2
5託
、
心
霞
…
出
塁
，
詩
Hhw守
的

「

陳

情

ー

ト

兵

器

一

撃

に

も

と

づ

い

て

君

主

子
山
叫
め
動
き
や
、
都
市
外
科
的
な
心

V
医
師
陣
松
戸
市
ぷ
術
院
可
災
泌
総
ぷ

配
一
般
山
間
約
制
悦
き
ゅ
う
や
判
川
端
v

の
あ

V
賛
醐
間
然
科

るいね

f
荘
ん
め
山
知
叫
仰
を
実
施
い
た
し
ま

wv
申
し
込
み

G
斗
日
日
ま
で
に
然
絞

?
の
で
与
制
刊
刷
用
く
だ
さ
い
新
国
時
剤
耐
へ

v
a時
6
日
出
u
u
受
付
守
山
按

芸高638号

湖
北
合
ー
の
M
M

のほ山

〈
湖
北
開
帆
湾
口
徒
歩
2
分

台

U
l
-
-
3
1
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噛
穏
臨
調
、
仇
少
に
な
る
と
そ
の
後
き
が
な
く
な
り
ま
す
〈
芝
、
こ
う
い
う
刺
激
な
込
山
械
を
お
年
耕
一
に
な
る
と
-
撃
す
主

p
l
膚
輔
副
/
川
M
叱
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
感
染
被
台
本
場
嫁
繰
り
返
す
う
ち
に
、
そ
の
険
各
が
緩
く
老
化
も
加
わ
っ
て
爆
切
れ
を
伸
。
っ
、

‘den-

法
、
持
剣
山
阜
の
一
排
気
汀
ス
、
感
域
等
め
な
る
ば
か
り
で
な
く
ち
せ
λ
も
が
臨
時
引
い
わ
ゆ
る
た
ん
持
じ
な
り
ま
す
。

は
、
太
い
災
管
か
ら
在
十
羽
制
判
激
ザ
ス
に
よ
る
炎
議
声
た
ば
こ
の
箆
さ
れ
て
し
ま
つ
も
う
も
と
の
状
態
絞
殺
会
は
、
生
ま
れ
れ
九
時
か
ら
小

手
足
、

2
本

ふ

す

つ

に

別

学

紙

学

年

ま

で

成

長

燃

に

あ

る

と

い

わ
れ
て
い
ま
す
ロ
ニ
的
特
織
に
剣

鼻
持
炎
、
γ

昨
日
戦
、
議
い
邸
炎
、
↑
抗

体
白
土
点
慌
の
鋭
滅
的
掛
り
返
し
に
よ
り

せ
ん
日
じ
ん
ゑ
め
る
こ
と
は
、
成
人
に

な
っ
て
か
匂
め
好
破
線
内
梢
気
心
山
科

容
を
ヲ
え
る
可
総
燃
が
多
く
な
り
ま

官まと立ノし

制慌
L

れ
の
よ
う
に
お
古
ば
か
り
で
お

く
銭
外
に
も
大
気
汚
後
が
す
す
み

つ
つ
弘
め
る
時
‘
こ
れ
か
い
り
め
千
ど
も

九
の
ぞ
急
、
た
ん
に
は
附
関
心
今
れ

て
行
き
た
い
も
の
で
す
」

災日怖
J

ナ市版協州問み抑制

措〈山問〉

3
3
1
1

り
に
よ
コ
℃
も
、
鈴
き
が
惑
く
な
り
ま
寸
秒
に
は
綴
れ
な
く
な
り
ま
す

L

今
マ
?
な
る

さ
ら
い
も
こ
れ
ら
の
判
制
に
上
勺
て
ん
バ
と
慢
性
化
で
も
ち
ょ
っ
‘
と
し
た
斜
激
い

保
管
主
内
耐
の
げ
殺
と
気
絞
交
的
け
い
れ
も
「
せ
き
」
「
た
ん
広
が
多
〈
な
り
、

ん
も
お
こ
し
ま
す
か
旬
、
た
ん
の
運
慌
た
ん
か
庇
駄
に
線
機
総
液
型
れ
に
く
く

い
っ
そ
、
ヴ
不
利
に
な
り
ま
寸

予
防
接
穫
は
医
療
機
関
で

な
お
政
治
外
的
幼
児
は
協
定
外
で

す
約
て
宿
料
け
と
な
り
ま
す

w-棉
門
番
す
る
も
の
ぬ
叩
ぜ
酬
と
ほ

f
帥階級

幼
児
的
p

一
一
師
滋
九
日
子
初
接
子
総

持
を
次
的
以
蝦
叫
問
問
問
で
加
問
問
的
に
4

打
い
ま
…

1
1
j
i
l
l
-
-
i
i
i
i
i
!
!ー

す

室

主

語

詰

に

申

込

廷

か

一

牒

鰐

ほ

し

か

)

主

的

接

種

別
な
し
て
あ
り
ま
す
の
で
点
機
山
中
し
は
ぬ
…

ん

で

く

た

さ

い

幼

児

約

栴

悲

♂

は

し

か

w

め
ず
滋
接

V
殺
当
す
る
品
期
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話¥u3gi会

er布役員百

eっくし2
惨殺~~念資厳
令 湖北互主話時
惨事E依主主務

@事実事警策員会

@ 水道筋
。泌総量喜

骨 少 年センタ

曜島市lt:尊重吉さん室藍号5~248'í
@祭事童センタ 87-1131

唱勤務 ~ 重量 銀 84-3311
務総民 g 襲撃豊富 84-1110
tlr官民凶器盤鐙溜お主主分重富 87-3夜i5
Oct然公民銃器2-0515
@都市設置議事長軍隊 85-1171
@語E溺重量ま豪華県 83-1181
曜静縁体簿望書宅皆事事総センター 88-0141
暢 つ つ じ 荘 88-0123
事生活型軽担軽襲撃{浮{じ読書)87-2379 

〈ゴミミ)87-0015 (し宣言)88-答47

傍白書事 合的行日〈お〉令書ijg時30

至宝11S午後39寺30分(的天1，主ヨ〕

砂望書草野 市ゲート~"--)IAl噂

惨対象 者人クラブ会主義および防

護差以上ーのお内F還を主主冨寸総長警な入。

惨申し込み・問い合わ士主義人ク

ラブ会挙結手会E高?と、…畿の人l立、

6~号4Eヨ(尽〉さまぜに信校総へ

@主主総予地区

惨銭善寺 6F310日(8)午後H寺

1>場所中宍公民官官約

t>潤いをきわゼ 我?菜子菊o連立主主

小長信111脅82155告

。湖北浴室主

絵日鍔 ぞう手当10尽く紛〉午後1&寺

院診察草寺 巡北保湾総く君主家宅手〉

1>問い合わせ主党孫子議1r，会

詩DHl官邸イ200

1>8G寺 アF弓1 く臼〉午前徐容幸30 ※おi器援とこち先着;認に1人ド

分 くらい草B2ooo4>:を配布しますz

砂機続主義務llJ<j、学総会主要事態 ロム~ 一ー

1>義重g シングルス ー侵害母主主

あ vr::::. 

昔話総長会総

T-8持 6i'12Eヨ土)，くをヨ〉

午誇D91怒1j'ら午一様ら喜寺

砂問い会才:>tt 宵木宮 2495

(84):襲欝伶設定会我孫子主主言語〉

@中央公際霊童

Hヨ隠 そ31弓ヨ(張主〉からね日(日j

Z安司?の午前9総怒ら午後日草寺

〈誇号義主総詩語、 光量豊 '100人l.:a7ド校
長者料で総務します〉

b潤いを訪ねゼ 縁組宮88千点

芝f乞王皇居費主主孫子宝害関設〉

主主総芸議;選議でF3寄っ土壌なごを議

室喜しザー毒事Z認を量創
1>8狩 61'ヨ2BCゴこ〉守後 n事

惨詩華街 悲喜f52TEl!撲界公E草

1>連絡先主誕生罰'84…9539

会長当事事主義を行っていどます。

1>8G寺 61'ヨ98C:tl午後3喜寺

t>犠高奇 策4小学校体害事室意

本車謀 総:ID!J誌の子による欝ar宝の

つるはしJ

診砂金費 入会金2∞F弓会費500fIl

b問い合わt主 主事び之子どをお寒H草書

官88~，合78

1>8華寺 6月lDEヨ(8)守的1号室寺30

分かをう

診暴露目時 ffil'定委主主宮ホ…ん

静入暴露斜 線科

1>陪いをきま3せ 我綴奈良襲警授の会

岩本惜82~4601

19治省， 1 (6) 

直理連強唾韓基記通量産些事唾璽魁
1>88害 7F3981i'lJ、8F358礼金、 t政幸むききま~~霊J I'，\鈎f華雲泥iill隠就学

11F3288f刻、沼お60ま手21'ヨ16ω白 線泌を存主主主しさ去す。

ぬ午後1草寺30.分から3住者30至宝さまで 惨白書寺 ふ08C符〉午前10務IJ

b喜善い合わせ・絡し込み 二子お5 ら午後芸者

02l脅ミ主要望主主工主主話路、1ぷ勾大主主管主主1>場所 祭主11岩戸重量護学校(鎗戸

告壁画立感人護主審警会銭高野蓄量言葉語以93 清雲表17R. 時以7388~2128) 

~62~711ヘハガキiこと住所、氏主主、 惨申し込み 6向301ヨ〈土〉までに

隼星詰完全主主話、主審議位、霊童慈織をまを&;官替、詩幾総会へや主導傷害盟主総1Qit{j

入してE告し込んでくよだい。 訟を幹議選!こ記入し、申し込んで〈

ださいo

b問い合わtt 干葉絞殺誇夜警意義懇

話静B隠 61'ヨ日〉午露u10g害か 祭事著書事哲也472~23~4045

ぞう午後ヰ時

砂会議 重要1:1"1'葉女主総桜

診車時行量草 学芸主潟摩妻、竪重量 詰召寝15glj'埋設業再殺をFt長卒業者の求

韓併緩爽 無料〈言葉綴?とょっとは 入手続害警の童話濁会社行いまですQ

教材務室変重妻2接収〉 修包鰐 6F3158C金)午後三善幸
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